
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  JCCG Press 2026 年 3 月 25 日（第 35 号） 

Vol.35 

News Letter 

第 35 号 

発行日 2026 年 3 月 25 日 

NPO 法人 

日本小児がん研究グループ 

JCCG 発行 

Press 

小児がんの子どもたちを救おうと 全国から医療の専門家が結集しました 

Online ISSN 2433-2070 

©かとーゆーこ 

 

  

第 35 号のコンテンツ 

◆ゴールドセプテンバーキャンペーン 2025 特集号 Vol.2 

・9 月の夜空をゴールドに 

・ゴールドの光が全国をつなぐ 

・ロゴマーク「きづなちゃん」 

 

・全国のライトアップ(中部・近畿・中国・四国・九州・沖縄) 

・ご協力いただいたみなさま 

・村上宗隆選手の小児がん支援プロジェクト始動 

 

 

 

全都道府県163か所のライトアップ＆各地の多彩なイベント 

Gold September2025特集号 Vol.2 
 

JCCGは、ゴールドのライトアップで小児がんへの理解・支援を呼びかける世界的な啓発イベント「ゴールドセプ

テンバーキャンペーン」（Gold September）を9月に開催しました。 

この号は、キャンペーンを2回構成でお届けする特集号の第2弾です。第1弾では北海道から関東地方までのラ

イトアップとプロスポーツの応援、各地のレモネードスタンドなどを紹介しました。第2弾では、それ以外の地域に灯

されたゴールドの光と、各地での取り組みをお伝えします。 

この第35号では、新潟か

ら沖縄まで（ピンクの部分）

のライトアップや取り組みを

お届けします。 

キャンペーン5年目の今年、

初めて全都道府県にライトア

ップが広がり、163か所の名

所がゴールドに照らされまし

た。自治体の協力も一層進

み、温かな支援の輪が全国に

つながっています。 

⇒北海道・東北・関東

地方（緑の部分）は第

34号で紹介しました。 

JCCGPress 

第34号 
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ゴールドの光が全国をつなぐ

ゴールドセプテンバーキャンペーンは、2021年に全国13都道府県（北海道、宮城、埼玉、東京、神奈川、新潟、

愛知、京都、広島、福岡、佐賀、長崎、鹿児島）、15か所のライトアップでスタートしました。 

その後2022年38か所、2023年69か所、2024年126か所と毎年光る施設が増え、2025年は全47都道府

県で163か所がゴールドに輝きました。関連イベントも30にのぼります。 

患者さんらの「金色の光を見上げることが希望になる」との声を受け、患者団体、病院、関係者らがそれぞれの

地域でキャンペーンの意義を説明して協力施設を募り、ひとつひとつ草の根的にライトアップが増えていきました。 

どのゴールドにも、ライトアップを働きかけたメンバーや快く応じてくださった方々の思いが込められています。 

 

5年 

2021年 
2025年県別ライトアップ・イベント数 

5年 
06 山形県 2 20 長野県 1 34 広島県 1

07 福島県 5 21 岐阜県 2 35 山口県 1

08 茨城県 4 22 静岡県 5 36 徳島県 4

09 栃木県 1 23 愛知県 3 37 香川県 6

10 群馬県 1 24 三重県 1 38 愛媛県 13

11 埼玉県 8 25 滋賀県 2 39 高知県 1

12 千葉県 2 26 京都府 7 40 福岡県 10

13 東京都 10 27 大阪府 7 41 佐賀県 1

14 神奈川県 20 28 兵庫県 20 42 長崎県 1

01 北海道 3 15 新潟県 2 29 奈良県 2 43 熊本県 1

02 青森県 3 16 富山県 7 30 和歌山県 2 44 大分県 1

03 岩手県 7 17 石川県 4 31 鳥取県 1 45 宮崎県 1

04 宮城県 8 18 福井県 4 32 島根県 4 46 鹿児島県 1

05 秋田県 1 19 山梨県 1 33 岡山県 2 47 沖縄県 6

2025年 

5年 

キャンペーン5年目を迎え、ゴールドセプテン

バーロゴマークをリニューアル！9月の「9」に

も、Goldの「g」にも見えませんか？そして、みな

さんのあたたかい思い（ハート）が、出会いや

喜び（ハイタッチ）につながって、希望の光がと

もる（ライトアップ）ことを表現しています。 

名前は「きづなちゃん」。長月（9月の和風月

名）に新しい絆が生まれ、つながっていくことを

願い、きづなちゃんをよろしくお願いします。 

 

ゴールドセプテンバーロゴマーク「きづなちゃん」にはいろいろな意味が… 

思いをつなぐ新しいシンボル ロゴマーク「きづなちゃん」 
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Gold September 

公式キャラクター 

「ライトン」はライオンの赤ちゃん。「ライオン」

「ライトアップ」「ライトのスイッチをオン！」の

文字をぎゅっとまとめた名前です。各地のラ

イトアップを応援するよ♪ 

全国のライトアップ＆イベント 

小児がんへのご理解ご支援を

呼びかけるゴールドライトアップが

全国 163か所に広がりました。啓

発イベントも 30か所で開催。 

この号では新潟～沖縄の光と皆

さんの思いをお届けします。 

新潟市歴史博物館みなとぴあ 
 

タワー111（トリプルワン） 
 

 
 

富山県がん総合相談支援センター 
 

富山県立中央病院 
 

帆船海王丸 
 NHK富山放送局 
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灯り ～Tomori～ candle＆fire 

迫力のファイアーパフォーマンス 
富岩運河環水公園 野外劇場 

ライトンレポート♯1 医師としても学びの多い患者会との連携～Gold September をきっかけに～ 
 

富山でのライトアップの多くは、CCCT小児がんのコト親の会などで構成する「灯り実行委員会」が実現してき

ました。同実行委員会による啓発イベント「灯り～Tomori～」は 2025年で 3回目。両会のメンバーの定塚ます

みさんは「ご協力者も増え、地域の方にも浸透してきた実感があります。一番大きかったのは小児がんの治療をし

ている富山大学附属病院と連携できたことです。ライトアップ場所のアドバイスをいただいたり、病院内でイベント

の周知をしていただいたり、心強い後押しでした」と手ごたえを語ってくださいました。 

医師側もまた、こうして患者会の方々と手を携えていく意義を感じているといいます。富山大学附属病院の今井

千速医師に詳しく話をうかがいました。 

 

キャンドルアート 

医師から外部へのはたらきかけは難しく… 

小児がんは治療が難しい局面を迎えることも少なくありません。どういった薬

をどのタイミングで使うのか、できるだけ負担の少ない手術にするには、など「治

療そのもの」に神経を集中することになります。一方で、患者さんが日々どのよう

なことに困っているのか、ご家族、特にごきょうだいのこと、学校生活など病院の

外での生活に思いをめぐらすことも、医師として大切です。ただ、富山大学は決し

て規模が大きくはないこともあり、日々の診療の中で自分たちから交流を求めて

外部にはたらきかけていく、というのは簡単ではありませんでした。 
 

Gold September で深まった交流 

富山大学との連携は定塚さんからはたらきかけてくださり、Gold September

についてはざっくばらんなやりとりができました。ライトアップ場所について、「富

山大学はあまり目立たないところにあるから、観光地はどうかなぁ」と話すと、す

でに環水公園でのイベントの実績はあり、どんどんライトアップ場所を広げてくだ 

さいました。その行動力には本当に驚きましたし、こうして患者会の方々との距離が縮まったのも嬉しいことでした。 
 

病院の外と中をつなぐ光 

患者会の皆さまと我々医師や医療スタッフ、お子さんたちに明るく元気な未来を、との思いは同じです。Gold 

Septemberは、子どもたちのためにみんなで力を合わせることを、実感しやすい取り組みなのかもしれません。病

院の中だけではできないライトアップの交渉やイベントの準備を患者会の方々が担ってくださり、実際に輝いたゴー

ルドに同じように感動したり、また院内では「富山のライトアップきれいだったね」という会話が生まれたり…。光が

人と人、病院の外と中をつないでくれているように感じています。 

今後もよい連携を続け、患者さんらの本音に触れ、それを経験とし、より大きな視座で診療 

に取り組める医師でありたいと考えています。 

  

 

今井 千速医師 

富山大学附属病院小児科 
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福井城址石垣 

福井駅西口広場 恐竜モニュメント 

丸岡城 

石川門 金沢港クルーズターミナル 

金沢駅鼓門 

ライトンレポート♯2 子どもたちが主役 福井の Gold September 
 
福井駅前の恐竜モニュメントは子どもたちに人気の高いスポット。がん

の子どもを守る会福井支部、坪田起久恵さんらのはたらきかけで２０２3

年からライトアップされています。夜、ゴールドに照らし出された恐竜は、昼

間とは違う迫力があり、足をとめ見入る方も多いそうです。話題となり、地

元メディアにも「小児がん啓発の一環」として取り上げられました。 

2025年はさらにショッピングモール「ラブリーパートナー エルパ」で

小児がんを知ってもらうイベントを初開催。小児がんを経験したお子さ

ん、その日エルパに訪れたお子さん約 50人が仲良くマジック 

ショーなどを楽しみ、自然に学び合うひとときを過ごしました。 
ショッピングモール「エルパ」で開催された
子どもたちが楽しめる啓発イベント 
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石川門 
甲府駅前南口 武田信玄像 松本城 

岐阜市役所 
静岡県立こども病院 

韮山反射炉 

富士山世界遺産センター 

富士川サービスエリア 
「大観覧車スカイビュー」 

あおい塔（静岡市役所） 
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中部電力 MIRAI TOWER 

三重大学医学部附属病院 

彦根城 

「今日のひこにゃんはちょっと特別」と紹介さ
れ、ゴールドリボンをつけて彦根城博物館前
に登場。多くの観光客が担当者による小児
がんの説明に耳を傾けました。 

日本赤十字社愛知医療センター 
名古屋第一病院 

「みんなの思いをつなぎたい」と生まれたゴールド
セプテンバーキャンペーンのキャラクター。ユニコー
ン（馬に似た伝説の生き物）とこぶた（子豚）の 
ペアでバトン（馬豚）をつなぐよ。 

Gold September 

公式キャラクター 

ショッピングセンター「ビバシティ
彦根」での啓発活動 

特別仕様の 
ひこにゃん 
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東寺（教王護国寺） 

太陽の塔 

大阪城 

天保山大観覧車 
一心寺シアター 一心寺 

京都市役所本庁舎 

京都府庁旧本館 

京都府立医科大学附属病院 

京都髙島屋 5階こどもフロア 

ライトンレポート♯3 大阪城のゴー

ルドが語るもの 
 
豊臣秀吉が築いた当時の大坂城は、

「天下に権威を示す」城。ポルトガル宣教

師の記録に「目もくらむような黄金」とあ

るように外も内も金箔に彩られ、一年中ま

ばゆい光を放っていました。 

ライトアップによってゴールドに染まる

今。それは子どもたちの明るい未来を願

うあたたかい光です。大阪城のゴールド

は、「力」から「希望」へ、 

時代を越えその意味を変え、 

輝いています。 

 

大阪城のライトアップを説明する大植孝治
医師（左）と宮村能子医師。 
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ライトンレポート♯4 一人ひとりが主役の Gold September  
NPO法人ホスピタルフットボール協会は、「みんなのゴールドセプテンバー」として、「BE A LIGHT OF HOPE（ひ

とりひとりが希望の光になろう）」をコンセプトにオリジナルのライトアップ活動を 2023年から続けています。 

きっかけはアイオワ大学ステッドファミリー小児病院（米）での光景。病院に隣接するアメリカンフットボールのフィー

ルドでは、昼は選手や観客が手を振り、夜はスマートフォンのライトを灯して入院中の子どもたちに光を届けるのです。 

「この温かい連帯を日本でも」と、関西学生アメリカンフットボール連盟公式戦では観客らがスマート 

フォンのライトを揺らすフラッシュライトキャンペーンを実施。試合会場にはたくさんの光が灯されました。 

また、加盟大学の選手らが寄せ書きをした応援旗を大阪大学医学部附属病院にプレゼント。 

スタンドに広がる光と、サインフラッグは、入院中の子どもたちへの力強いエールになりました。 

MK TAXI FIELD EXPO 大阪大学医学部附属病院 

神戸市立博物館 KOBE ライトアップDAY 
 神戸市は、2011年度に策定した「神戸市夜間景観

形成実施計画」に基づき、季節やテーマに応じた光の

演出を推進しています。「KOBE ライトアップDAY」は、

神戸ならではの日や暦上のイベント、多くの人に向けた

啓発キャンペーンの日を基準に、複数の施設と連携して

光のメッセージを発信。小児がん啓発のGold 

Septemberも、このイベントの一環として9月21日に一

斉ライトアップされました。 

 

神戸市立博物館 
メリケンパーク 
  （BE KOBEモニュメント） 

しおさい公園（BE KOBE モニュメント） 
かもめりあ 
ハーバーランド線照明灯 
フラワーロード 
ポートターミナル西デッキ 
神戸ポートタワー 
三宮プラッツ 
市章山電飾 
 

神戸海洋博物館 
神戸大橋 
錨山電飾 
兵庫運河新川プロムナード 
明石海峡大橋 
六甲アイランド・リバーモール 

 施設名は、9月初旬

のライトアップ予定情

報に基づいています。 

多可町文化会館ベルディーホール 姫路城 
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天理駅前広場 
コフフン 

川西町文化会館 

紀三井寺 

ライトンレポート♯5 身近な景色にエールを乗せて  
紀三井寺（和歌山市）は和歌浦を見下ろす山の中腹に建

ち、231段の石段や春の桜で知られる観光名所です。近くの

和歌山県立医科大学附属病院からもその姿がよく見え、入院

中の子どもたちにとって親しみ深い風景となっています。 

Gold Septemberでは、同病院の看護学生と「和歌山親子

のつどい実行委員会」の 30人以上が協力し、縦約 6 メート

ル、横約 4 メートルのゴールドリボンを制作し、寺の壁面に飾り

ました。骨組みには園芸用のネットを使用し、金色や黄色のビ

ニルテープで作った小さなポンポンを丁寧にはめ込んで、立体

感のある大きなリボンに。制作の過程で医師が入院中の子ど

もたちに「リボンに願いを書いてみては？」と提案。「大きくなっ

たら先生になりたい」といった夢や希望も宿りました。 

実行委員会の鈴木寿美さんは、「私も院内のプレイルームか

ら、祈るような気持ちでお寺を眺めることがあります。昼間は遠

くからでも目に入り、夜はライトアップで輝くことで、いつでも子

どもたちやご家族を勇気づけられたら」と語りました。 

広島城 

岡山城 岡山県庁舎ピロティ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  JCCG Press 2026 年 3 月 25 日（第 35 号） 

 

徳島県庁 

徳島大学病院 

徳島県立中央病院（やまももの木） 

徳島中央公園鷲の門 

米子駅前だんだん広場 

出雲大社 
松江城 

ライトンレポート♯6 徳島の光が香川へ、そしてスクリーンに 

ゴールドセプテンバーの趣旨に感銘を受け、徳島県でのライトアップを進めて

きた宮崎宏美さんが、永原いさよ映画監督らと協力し、映画「光のエール」を制

作しました。 

舞台は香川県。主人公の男性が、がんと診断されたのを機に小児がんの子

どもたちにエールを送ろうと奮起、ゴールドライトアップの実現を目指す物語で

す。宮崎さん自身の経験も織り交ぜながら、主人公の熱意と、まわりの人々が

「子どもたちのために」と力を合わせていく様子が描かれています。 

これまでに映画館、フリースクール、特別養護老人ホームなど 7か所で上映

され、「命の大切さを考えるきっかけになった」「ゴールドセプテンバーという言

葉を初めて知った」などの感想が寄せられているそうです。 

永原監督は、「上映活動を広げることで小児がんについて知っていただく機

会を増やし、『命の大切さ』や『支え合う心』を届けていきたい」と話しています。 

オーヴィジョン海峡ゆめタワー 高知城 

Gold Septemberが映画に！ 

TSK 山陰中央テレビジョン放送株式会社 

■映画上映のお問い合わせ先 

株式会社エルネストジャパン 代表取締役社長 永原いさよ 

メール：jzbrave@yahoo.co.jp 電話：09018906217 

イオンシネマ高松東での上映会 

「光のエール」 

■主題歌「光のエール」 

歌：横山星（あかり） 
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102.八十八ヶ所霊場第51番札所石手寺 

今治市公会堂 

ライトンレポート♯7 こつこつと、草の根的な歩みを積み重ね  
愛媛県のライトアップ数は、観光施設が多い横浜市を抱える神奈川県、光の演

出を推進する神戸市のある兵庫県に次ぐ多さとなっています。 

特徴的なのは、灯りの多くが医療関連施設であること。小児がん診療に携わる

医師やスタッフが中心となり、病院から地域へと啓発の輪をつないでいます。 

県内各地にライトアップをはたらきかけ、2022年からは市民公開講座の企画も

継続している愛媛県立中央病院の永井功造医師は、「こういった活動が医療従事

者同士の連携や、病院外で患者さんと交流するきっかけにつながっています。『子

どもたちの支援につながる』と知ると、皆さん惜しまず協力してくださいます」と語り

ます。2025年は、永井医師が担当したお子さんのご家族の尽力で、今治 

市公会堂のライトアップ等が実現したそうです。治療の現場から始まった 

愛媛の取り組みは、地域の人々とともに歩みを重ね、広がり続けています。 

 

永井 功造医師 

愛媛県立中央病院小児科 

道後聖母幼稚園 

大洲城 

松山市総合福祉センター 

石手寺 大日曼荼羅石像群 

愛媛大学医学部附属病院 

愛媛県庁 

宇和島城 

松山市医師会館 

愛媛県医師会館 

松山赤十字病院 

小児がん 
市民公開講座 
in愛媛2025 

愛媛県立中央病院 
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旧福岡公会堂 貴賓館 

赤煉瓦文化館 

博多ポートタワー 

福岡市総合体育館 

北九州市モノレール 

高松シンボルタワー 

小倉城 

福岡市役所1階ロビー 
子どもたちが手作りした紙コップランタン 

「産医大キッズフェスタ」に集まった 

患者会「ひまわりキッズ」のみなさん 

 
産業医科大学 患者会の集い 

ライトンレポート♯8 歴史的な建物と手作りライトの共演  
旧福岡公会堂 貴賓館のライトアップは、産業医科大学と認定 NPO

法人にこスマ九州の連携により、治療中の子どもたちが手作りしたラン

タンとのコラボレーションとなりました。 

思い思いの絵や文字が描かれた紙コップのランタン 

約 150個がリボンの形に並べられ、歴史ある建物の灯 

りにあたたかな彩りを添えました。 
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稲佐山山頂電波塔 

熊本城 

宮崎県庁 

大分いこいの道「100年の樹」 

佐賀メディカルセンタービル 

JR鹿児島シティ アミュラン観覧車 

沖縄アリーナ 

中城城址 

エアポートビューNAHA FMよみたん 
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都道府県 ライトアップ場所 実施団体： 協力： 協賛等：

01 北海道 ザ ロイヤルパーク キャンバス 札幌大通公園 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

01 北海道 さっぽろテレビ塔 北海道大学病院 公益財団法人がんの子どもを守る会

01 北海道 北海道大学学術交流会館　２階講堂 北海道大学病院
北海道大学病院腫瘍センター市民公開講座「小児がんの世
界」

02 青森県 弘前城 弘前大学医学部附属病院小児科 弘前市

02 青森県 八戸市総合保健センター 青森県八戸市総合保健センター 八戸市

02 青森県 三本木大通り 十和田おいらせライオンズクラブ 十和田市秋まつり

03 岩手県 開運橋 岩手医科大学附属病院

03 岩手県 東北電力㈱ 岩手支店 岩手医科大学附属病院 東北電力㈱ 岩手支店

03 岩手県 龍泉洞 岩手医科大学附属病院 龍泉洞事務所

03 岩手県 岩鋳 （岩鋳鉄器館） 岩手医科大学附属病院 岩手こどもホスピス

03 岩手県 岩手医科大学附属病院 岩手医科大学附属病院

03 岩手県 やはぱーく 岩手医科大学附属病院 矢巾町活動交流センター

03 岩手県 岩手医科大学附属病院 岩手医科大学附属病院
一般社団法人いわてこどもホスピス　株式会社岩手ビッグブ
ルズ

04 宮城県 東北大学病院 東北大学病院 NPO法人さい帯血バンクサポート宮城

04 宮城県 パーラー山と田んぼ 一般社団法人石巻グリーフサポート

04 宮城県 仙台スカイキャンドル 宮城県立こども病院 (株)仙台放送

04 宮城県 宮城県立こども病院 石銘板 宮城県立こども病院

04 宮城県 仙台青葉山公園　伊達政宗騎馬像 宮城県立こども病院　がんの子どもを守る会宮城支部 仙台市観光戦略課

04 宮城県 八木山てっぺんひろば NPO法人アンドブライツ

04 宮城県 株式会社よくする　各運営店舗 株式会社よくする

04 宮城県 ミヤテレタワー 宮城県立こども病院 宮城テレビ放送

05 秋田県 秋田大学医学部附属病院 秋田大学医学部附属病院

06 山形県 文翔館 山形大学医学部附属病院小児科 山形県生涯学習文化財団 山形Make Lemonade プロジェクト

06 山形県 山形大学医学部附属病院 山形大学医学部附属病院小児科

07 福島県 東北電力無線鉄塔 公益財団法人がんの子どもを守る会 福島支部 東北電力ネットワーク福島支社

07 福島県 会津鶴ヶ城 公益財団法人がんの子どもを守る会 福島支部 会津若松市観光課　福島県立医科大学附属病院

07 福島県 福島県立医科大学光が丘会館（7号館） 主催：公益財団法人がんの子どもを守る会福島支部
共催：福島県立医科大学附属病院　小児腫瘍内科/小児AYA
がん長期支援センター

07 福島県 ふくしん夢の音楽堂 がんの子どもを守る会 福島支部 第8回福島県がんシンポジウム

07 福島県 まちなか広場 小児がんの子供達を支援する会　そうたの部屋

08 茨城県 筑波大学附属病院陽子線治療センター 一般社団法人ヒスターズナウ 筑波大学附属病院

08 茨城県 つくば市役所本庁舎 一般社団法人ヒスターズナウ つくば市　健康増進課

08 茨城県 水戸芸術館アートタワー 一般社団法人ヒスターズナウ つくば市　健康増進課

08 茨城県 つくばエキスポセンター 一般社団法人ヒスターズナウ 公益財団法人つくば科学万博記念財団

09 栃木県 栃木県庁　昭和館 自治医大とちぎ子ども医療センター

10 群馬県 臨江閣及び日本庭園 群馬県立小児医療センター

11 埼玉県 埼玉医大国際医療センター 埼玉医大国際医療センター

11 埼玉県 埼玉県立がんセンター 埼玉県立がんセンター

11 埼玉県 東武動物公園 東武レジャー企画株式会社

11 埼玉県 埼玉県立小児医療センター 埼玉県立小児医療センター

11 埼玉県 埼玉県県民活動総合センター 公益財団法人　いきいき埼玉

11 埼玉県 さいたまスーパーアリーナ 株式会社さいたまアリーナ

11 埼玉県 埼玉スタジアム２〇〇２ 公益財団法人　埼玉県公園緑地協会

11 埼玉県 彩の国さいたま芸術劇場 公益財団法人　埼玉県芸術文化振興財団

12 千葉県
千葉モノレール・セントラルアーチ(千葉中央
公園)

認定特定非営利活動法人ミルフィーユ小児がんフロン
ティアーズ

12 千葉県 流山市立東深井小学校校庭 おおたかの森レモネードの会 Peace泡玉女子　ふかいっ子応援隊

13 東京都 東京スカイツリー 東京スカイツリー🄬 東武タワースカイツリー株式会社

13 東京都 ザ ロイヤルパーク キャンバス 銀座８ 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

13 東京都 ザ ロイヤルパーク キャンバス 銀座コリドー 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

13 東京都 TKP品川カンファレンスセンター 共催；JCCG横紋筋肉腫委員会 横紋筋肉腫家族の会

13 東京都 Gold Ribbon Month 2025 作品展 公益財団法人ゴールドリボン・ネットワーク https://www.goldribbon.jp/

13 東京都
第40回調布花火　ゴールドリボン型の花火
打ち上げ

アフラック生命保険株式会社

13 東京都 調布市文化会館たづくり アフラック生命保険株式会社

13 東京都 アフラックスクエア アフラック生命保険株式会社

13 東京都 東京都立小児総合医療センター
地方独立行政法人東京都立病院機構　東京都立小児総
合医療センター

13 東京都 がんの子どもを守る会　浅草橋事務所 公益財団法人 がんの子どもを守る会 アフラックペアレンツハウス浅草橋

14 神奈川県 うみとそらのおうち NPO法人横浜こどもホスピスプロジェクト 一般社団法人旭くん光のプロジェクト

14 神奈川県 横浜市庁舎 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市

14 神奈川県 象の鼻パーク 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市

14 神奈川県 女神橋 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市

14 神奈川県 アニヴェルセル みなとみらい横浜 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市 アニヴェルセル みなとみらい横浜

14 神奈川県
よこはまコスモワールド　コスモクロック21
（大観覧車）

横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市 泉陽興業株式会社

ご協力いただいたみなさま 
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都道府県 ライトアップ場所 実施団体： 協力： 協賛等：

13 東京都 調布市文化会館たづくり アフラック生命保険株式会社

13 東京都 アフラックスクエア アフラック生命保険株式会社

13 東京都 東京都立小児総合医療センター
地方独立行政法人東京都立病院機構　東京都立小児総
合医療センター

13 東京都 がんの子どもを守る会　浅草橋事務所 公益財団法人 がんの子どもを守る会 アフラックペアレンツハウス浅草橋

14 神奈川県 うみとそらのおうち NPO法人横浜こどもホスピスプロジェクト 一般社団法人旭くん光のプロジェクト

14 神奈川県 横浜市庁舎 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市

14 神奈川県 象の鼻パーク 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市

14 神奈川県 女神橋 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市

14 神奈川県 アニヴェルセル みなとみらい横浜 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市 アニヴェルセル みなとみらい横浜

14 神奈川県
よこはまコスモワールド　コスモクロック21
（大観覧車）

横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市 泉陽興業株式会社

14 神奈川県 横浜ハンマーヘッド 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市 新港ふ頭客船ターミナル株式会社

14 神奈川県 横浜マリンタワー 横浜市(横浜市医療局がん・疾病対策課) 横浜市 リストプロパティーズ株式会社

14 神奈川県 神奈川県庁　本庁舎 神奈川県 神奈川県がん・疾病対策課

14 神奈川県 神奈川県立こども医療センター　正面玄関前 神奈川県立こども医療センター 横浜市、神奈川県がん疾病対策課（後援）

14 神奈川県 おふろの王様 町田店 おふろの王様 町田店

14 神奈川県 江の島シーキャンドル（展望灯台） 株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ 江ノ島電鉄株式会社

14 神奈川県 小田原城 株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ 小田原市

14 神奈川県 秦野市戸川公園風の吊り橋 株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ 秦野市

14 神奈川県 平塚駅南口広場噴水 株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ 平塚市

14 神奈川県 レモンガススタジアム平塚 株式会社湘南ベルマーレフットサルクラブ
ヒサと共に。2025 チャリティーサッカー教室 フットサルリ
ボンブース  vs川崎フロンターレ 19:00キックオフ

https://www.bellmare.co.j
p/373596

14 神奈川県 しばキッズクリニック しばキッズクリニック

14 神奈川県 伊勢原協同病院 伊勢原協同病院

14 神奈川県 みんなのレモネードの会　事務所 一般社団法人みんなのレモネードの会

14 神奈川県 オンライン自習室 一般社団法人みんなのレモネードの会 （9/18　9/4　夜のラジオ体操部）

15 新潟県 新潟市歴史博物館みなとぴあ 認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクト

15 新潟県 りゅーとぴあ・コンサートホール 認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクト 主催　新潟日報社、(公財)新潟市芸術文化振興財団

16 富山県 海王丸　ゴールドアップ CCCT小児がんのコト親の会 公財）伏木富山港・海王丸財団

16 富山県 NHK富山放送局 CCCT小児がんのコト親の会 NHK富山放送局

16 富山県 冨岩運河環水公園 CCCT小児がんのコト親の会

16 富山県 冨岩運河環水公園 灯り～Tomori～ CCCT小児がんのコト親の会

16 富山県 タワー111(トリプルワン) がんの子どもを守る会富山支部 株式会社スカイインテック

16 富山県 富山県立中央病院 がんの子どもを守る会富山支部 富山県立中央病院　ccct小児がんのコト親の会　富山県

16 富山県 富山県がん相談支援センター がんの子どもを守る会富山支部

17 石川県 金沢港クルーズターミナル GoldenSmile Projectいしかわ ⼩児がん経験者と家族の会くるみカフェ

17 石川県 金沢駅鼓門 GoldenSmile Projectいしかわ ⼩児がん経験者と家族の会くるみカフェ

17 石川県 石川門 GoldenSmile Projectいしかわ ⼩児がん経験者と家族の会くるみカフェ

17 石川県 金沢港　クルーズターミナル　展望デッキ GoldenSmile Projectいしかわ ⼩児がん経験者と家族の会くるみカフェ

18 福井県 福井駅前恐竜モニュメント 小児がん支援団体ネットワーク福井（CCSANF） 福井県　健康福祉部　保健予防課　がん対策グループ

18 福井県 ラブリーパートナーLpa2階  エルパホール 小児がん支援団体ネットワーク福井（CCSANF） 福井本丸ライオンズクラブ/ラブリーパートナー　エルパ
福井県・福井新聞社・FBC福井放
送・福井テレビ

18 福井県 福井城址石垣 小児がん支援団体ネットワーク福井（CCSANF） 後援：福井県

18 福井県 丸岡城 早稲田大学経営管理研究科鶴谷ゼミ 福井県坂井市　坂井市観光観光交流課

19 山梨県 甲府駅前南口　武田信玄公像 山梨大学医学部附属病院小児科 甲府市役所　商工観光室観光課観光係

20 長野県 松本城 ゴールドセプテンバー松本実行委員会 長野県立こども病院 松本東ロータリークラブ

21 岐阜県 岐阜市役所 岐阜市民病院

21 岐阜県 思歩音(しふぉん） 思歩音(しふぉん）

22 静岡県 静岡県立こども病院 静岡県立こども病院 静岡県立こども病院

22 静岡県 静岡庁舎本館ドーム「あおいの塔」 静岡県立こども病院 静岡市保健衛生医療課

22 静岡県 韮山反射炉 静岡県立こども病院 伊豆の国市健康づくり課

22 静岡県 富士川サービスエリア「大観覧車スカイビュー」 静岡県立こども病院 泉陽興業株式会社

22 静岡県 富士山世界遺産センター 静岡県立こども病院 静岡県疾病対策課

23 愛知県
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一
病院

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院

23 愛知県 ザ ロイヤルパーク キャンバス 名古屋 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

23 愛知県 中部電力 MIRAI TOWER 特定非営利活動法人 ぷくぷくばるーん 中部電力 MIRAI TOWER

24 三重県 三重大学医学部附属病院 三重大学医学部附属病院小児科

25 滋賀県 彦根城 公益財団法人がんの子どもを守る会関西支部 彦根市　彦根市健康推進課

25 滋賀県 ビバシティ彦根 公益財団法人がんの子どもを守る会関西支部

26 京都府 京都市役所本庁舎 京都府立医科大学小児科 京都市

26 京都府 ザ ロイヤルパーク キャンバス 京都二条 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

26 京都府 東寺（教王護国寺） 東寺（教王護国寺）

26 京都府 京都高島屋S.C.（5F） 京都府立医科大学 京都高島屋S.C.

26 京都府 株式会社大丸松坂屋百貨店　大丸京都店 京都府立医科大学 株式会社大丸松坂屋百貨店　大丸京都店

26 京都府 京都府庁旧本館 京都府立医科大学小児科 京都府

26 京都府 京都府立医科大学附属病院 京都府立医科大学

27 大阪府 大阪城 NPO法人ホスピタルフットボール協会 大阪府・大阪市

27 大阪府 天保山大観覧車 NPO法人ホスピタルフットボール協会 大阪府・大阪市

27 大阪府 太陽の塔 NPO法人ホスピタルフットボール協会 大阪府・大阪市

27 大阪府 一心寺 NPO法人ホスピタルフットボール協会

27 大阪府 ザ ロイヤルパーク キャンバス 大阪北浜 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

ご協力いただいたみなさま 
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23 愛知県 ザ ロイヤルパーク キャンバス 名古屋 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

23 愛知県 中部電力 MIRAI TOWER 特定非営利活動法人 ぷくぷくばるーん 中部電力 MIRAI TOWER

24 三重県 三重大学医学部附属病院 三重大学医学部附属病院小児科

25 滋賀県 彦根城 公益財団法人がんの子どもを守る会関西支部 彦根市　彦根市健康推進課

25 滋賀県 ビバシティ彦根 公益財団法人がんの子どもを守る会関西支部

26 京都府 京都市役所本庁舎 京都府立医科大学小児科 京都市

26 京都府 ザ ロイヤルパーク キャンバス 京都二条 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

26 京都府 東寺（教王護国寺） 東寺（教王護国寺）

26 京都府 京都高島屋S.C.（5F） 京都府立医科大学 京都高島屋S.C.

26 京都府 株式会社大丸松坂屋百貨店　大丸京都店 京都府立医科大学 株式会社大丸松坂屋百貨店　大丸京都店

26 京都府 京都府庁旧本館 京都府立医科大学小児科 京都府

26 京都府 京都府立医科大学附属病院 京都府立医科大学

27 大阪府 大阪城 NPO法人ホスピタルフットボール協会 大阪府・大阪市

27 大阪府 天保山大観覧車 NPO法人ホスピタルフットボール協会 大阪府・大阪市

27 大阪府 太陽の塔 NPO法人ホスピタルフットボール協会 大阪府・大阪市

27 大阪府 一心寺 NPO法人ホスピタルフットボール協会

27 大阪府 ザ ロイヤルパーク キャンバス 大阪北浜 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

27 大阪府 一心寺シアター NPO法人ホスピタルフットボール協会

27 大阪府 MK TAXI FIELD EXPO 一般社団法人 関西学生アメリカンフットボール連盟

28 兵庫県 神戸市立博物館 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 メリケンパークBEKOBEモニュメント NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 しおさい公園 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 かもめりあ NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 ハーバーランド線照明灯 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 フラワーロード NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 ポートターミナル西デッキ NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 神戸ポートタワー NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 三宮プラッツ NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 市章山電飾 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 神戸海洋博物館 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 神戸大橋 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 錨山電飾 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 兵庫運河新川プロムナード NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 明石海峡大橋 NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 六甲アイランドリバーモール NPO法人ホスピタルフットボール協会 神戸市

28 兵庫県 ザ ロイヤルパーク キャンバス 神戸三宮 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

28 兵庫県 多可町文化会館ベルディーホール ボランタリーサークル　れもんの木 ベルディーホール

28 兵庫県 旧水尾町公民館 ボランタリーサークル　れもんの木 NPO法人あしたあさって

28 兵庫県 姫路城 ohana 姫路市　健康福祉局　保健所　保健所予防課

29 奈良県 天理駅前広場コフフン 学校法人天理大学　天理大学人文学部

29 奈良県 川西町文化会館 奈良県川西町 福祉こども課保健センター

30 和歌山県 紀三井寺 和歌山親子のつどい実行委員会 和歌山県立医科大学附属病院小児科医局

30 和歌山県 紀三井寺 松下講堂 和歌山親子のつどい実行委員会 和歌山県立医科大学附属病院小児科医局

31 鳥取県 米子駅前だんだん広場 鳥取大学医学部附属病院 米子市

32 島根県 松江城 島根大学医学部附属病院　小児科

32 島根県 出雲大社 島根大学医学部附属病院　小児科

32 島根県 日御碕灯台 島根大学医学部附属病院　小児科

32 島根県 NHK松江放送局 島根大学医学部附属病院　小児科 NHK松江放送局

33 岡山県 岡山城 岡山県保健医療部疾病感染症対策課 岡山市観光振興課

33 岡山県 岡山県庁舎ピロティ 岡山県保健医療部疾病感染症対策課 岡山県疾病感染症対策課

34 広島県 広島城 広島大学病院小児科 株式会社　村上農園

35 山口県 オーヴィジョン 海峡ゆめタワー 山口大学医学部附属病院 小児科 一般財団法人山口県国際総合センター

36 徳島県 徳島県庁 スマイルアクションinとくしま実行委員会

36 徳島県 徳島大学病院（外来診療棟外壁） スマイルアクションinとくしま実行委員会

36 徳島県 徳島県立中央病院（やまももの木） スマイルアクションinとくしま実行委員会

36 徳島県 徳島中央公園 鷲の門 スマイルアクションinとくしま実行委員会

37 香川県 高松シンボルタワー 香川県小児保健協会 高松シンボルタワー管理協議会

37 香川県 高松丸亀町壱番街前ドーム広場 特定非営利活動法人 未来ISSEY 香川県　・　高松市 協力　正力厚生会

37 香川県 イオンシネマ高松東 光のエール事務局 光のエール実行委員会

37 香川県 うたづ海ホタル 特定非営利活動法人 未来ISSEY 正力厚生会

37 香川県 銭形砂絵「寛永通宝」（観音寺市琴弾公園） 特定非営利活動法人 未来ISSEY 公益財団法人正力厚生会

37 香川県 レオマリゾート　大観覧車 特定非営利活動法人 未来ISSEY 公益財団法人正力厚生会

38 愛媛県 愛媛県立中央病院管理棟1F 講堂
愛媛大学大学院医学系研究科小児科学講座 公益財団
法人がんの子どもを守る会愛媛支部

認定特定公益信託日本白血病研究基金 一般財団法人地域
医学研究基金
白血病研究基金を育てる会四国支部

後援
愛媛県立中央病院、松山赤十字病
院、今治市医師会市民病院、
愛媛県小児科医会、愛媛県医師
会、NPO法人ラ・ファミリエ、松山
市、愛媛県

38 愛媛県 松山市保健所 松山市(松山市保健所　健康づくり推進課) 松山市保健所　 愛媛県立中央病院　小児科

38 愛媛県 大洲城 大洲市
大洲市役所　環境商工部観光まちづくり課　大洲歴史文化会
竹中　祥恵　様

愛媛県立中央病院　小児科

ご協力いただいたみなさま 
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36 徳島県 徳島中央公園 鷲の門 スマイルアクションinとくしま実行委員会

37 香川県 高松シンボルタワー 香川県小児保健協会 高松シンボルタワー管理協議会

37 香川県 高松丸亀町壱番街前ドーム広場 特定非営利活動法人 未来ISSEY 香川県　・　高松市 協力　正力厚生会

37 香川県 イオンシネマ高松東 光のエール事務局 光のエール実行委員会

37 香川県 うたづ海ホタル 特定非営利活動法人 未来ISSEY 正力厚生会

37 香川県 銭形砂絵「寛永通宝」（観音寺市琴弾公園） 特定非営利活動法人 未来ISSEY 公益財団法人正力厚生会

37 香川県 レオマリゾート　大観覧車 特定非営利活動法人 未来ISSEY 公益財団法人正力厚生会

38 愛媛県 愛媛県立中央病院管理棟1F 講堂
愛媛大学大学院医学系研究科小児科学講座 公益財団
法人がんの子どもを守る会愛媛支部

認定特定公益信託日本白血病研究基金 一般財団法人地域
医学研究基金
白血病研究基金を育てる会四国支部

後援
愛媛県立中央病院、松山赤十字病
院、今治市医師会市民病院、
愛媛県小児科医会、愛媛県医師
会、NPO法人ラ・ファミリエ、松山
市、愛媛県

38 愛媛県 松山市保健所 松山市(松山市保健所　健康づくり推進課) 松山市保健所　 愛媛県立中央病院　小児科

38 愛媛県 大洲城 大洲市
大洲市役所　環境商工部観光まちづくり課　大洲歴史文化会
竹中　祥恵　様

愛媛県立中央病院　小児科

38 愛媛県 愛媛県立中央病院 愛媛県立中央病院 愛媛県立中央病院　小児科

38 愛媛県 道後聖母幼稚園 道後聖母幼稚園 市立宇和島病院 愛媛県立中央病院　小児科

38 愛媛県 愛媛県庁 愛媛県 健福祉部 健康衛生局

38 愛媛県 宇和島城 宇和島市 市立宇和島病院

38 愛媛県 松山市医師会館 松山市医師会

38 愛媛県 愛媛大学医学部附属病院 愛媛大学医学部附属病院　小児科

38 愛媛県 石手寺　大日曼荼羅石像群 四国八十八ヶ所霊場第51番札所 石手寺

38 愛媛県 愛媛県医師会館 愛媛県医師会

38 愛媛県 松山赤十字病院 松山赤十字病院

38 愛媛県 大洲城 大洲市 大洲市役所環境商工部観光まちづくり課・愛媛大学小児科

39 高知県 高知城 高知大学医学部附属病院
高知医療センター・公益財団法人がんの子どもを守る会高知
支部

後援：高知県

40 福岡県 産業医科大学病院 産業医科大学小児科学教室

40 福岡県 旧福岡公会堂 貴賓館 認定NPO法人にこスマ九州 福岡県 久留米大学病院

40 福岡県 福岡ポートタワー 認定NPO法人にこスマ九州 福岡市　保健医療局　健康医療部　地域医療課医療支援係 久留米大学病院

40 福岡県 赤煉瓦文化館 認定NPO法人にこスマ九州 福岡市　保健医療局　健康医療部　地域医療課医療支援係 久留米大学病院

40 福岡県 福岡市総合体育館 認定NPO法人にこスマ九州 福岡市　保健医療局　健康医療部　地域医療課医療支援係 久留米大学病院

40 福岡県 北九州市モノレール 認定NPO法人にこスマ九州 北九州市　子ども家庭局子育て支援課 久留米大学病院

40 福岡県 小倉城 認定NPO法人にこスマ九州 北九州市　子ども家庭局子育て支援課 久留米大学病院

40 福岡県 福岡市役所1階ロビー 認定NPO法人にこスマ九州 福岡市　保健医療局　健康医療部　地域医療課医療支援係 久留米大学病院

40 福岡県 博多駅前広場 認定NPO法人にこスマ九州 JR博多シティ

40 福岡県 ザ ロイヤルパーク キャンバス 福岡中洲 三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社

41 佐賀県 佐賀メディカルセンタービル 公益財団法人がんの子どもを守る会九州西支部 公益財団法人 佐賀県健康づくり財団

42 長崎県 長崎市稲佐山山頂電波塔 公益財団法人がんの子どもを守る会九州西支部 長崎市文化観光部観光政策課

43 熊本県 熊本城 早稲田大学経営管理研究科鶴谷ゼミ 特定非営利活動法人キャンサーネットジャパン 熊本城運営センター

44 大分県 大分いこいの道「100年の樹」 認定NPO法人にこスマ九州 大分市都市計画部まちなみ企画課

45 宮崎県 宮崎県庁 宮崎県 宮崎大学医学部附属病院小児科

46 鹿児島県 JR鹿児島シテイアミュラン観覧車 鹿児島大学病院小児科 JR鹿児島シテイ株式会社

47 沖縄県 TERUMA広場（啓発イベント） スマイルアクションinおきなわプロジェクト

47 沖縄県 FMよみたん スマイルアクションinおきなわプロジェクト FMよみたん

47 沖縄県 ホテルエアポートビューNAHA スマイルアクションinおきなわプロジェクト ホテルエアポートビューNAHA

47 沖縄県 中城城跡 スマイルアクションinおきなわプロジェクト
中城城跡共同管理競技会　株式会社東屋 NPO法人
MiraiKanai

47 沖縄県 津嘉山の杜ヒルトップカシータ スマイルアクションinおきなわプロジェクト トータルライフサポート研究所

47 沖縄県 沖縄サントリーアリーナ スマイルアクションinおきなわプロジェクト 沖縄バスケットボール株式会社

ご協力いただいたみなさま 
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「僕と一緒に、世界を揺らしませんか？」 
新天地 MLB に挑戦する村上宗隆選手とのプロジェクト始動 

 
2026年シーズンからメジャーリーグ（MLB）

のシカゴ・ホワイトソックスに所属する村上宗隆選

手が、社会支援のプロジェクト「Beve（ベベ）」を

株式会社こす.くまと共同で立ち上げました。 

第 1弾は「小児がんと闘う子どもたちへ、挑戦

の輪を」とし、JCCG と連携して小児がん治療研

究や、子どもたち・ご家族を支援します。 

きっかけのひとつが 2022年からヤクルト時

代に出場した小児がん啓発試合です。村上選手

は「僕も子どもたちから力をもらいました。自分に

できることで、力になれたら嬉しいです」と語って

います。 

 
「誰かの力になる。そう思うことで自分も強くなれ、

幸せな気持ちになれる。そんな“支援する豊かさ”を、

もっと日常的でカジュアルなものにできないか…」 

考えを巡らせ生まれたのが、Tシャツにひと工夫を

加えるアイディアでした。普段気軽に着ることのでき

る Tシャツに、さりげなく QRコードを組み込み、スマ

ートフォンで読み取ると寄付ページにアクセスできる

しくみです。一筆書きのデザインにもこだわりました。 

「意志を着よう、世界を揺らそう」をコンセプトに、

村上選手は「みんなで支援の輪を広げていきましょ

う」と呼びかけています。 

 

 

新しいアイディア！ 

ファッションを楽しむ感覚で社会貢献を 

JCCG と連携、小児がん支援 

  
ハートの中に

QRコード 

 
袖にはかわい

いくまの刺繍 

【Beve×JCCG特設サイト】  

https://jccg.jp/beve/ 

 
【Beveサイト】 

 https://beve.world/ 

 
「Beve」は「Believe（信じ

る）」から「lie（嘘）」を抜い

た造語。信じ抜く強い気持ち

が込められています。 

 
Beve×JCCG特別サイト 

村上選手から子どもたちへのメッセージ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JCCG ニュースレターは、ご寄付をいただいた皆様や以下の支援団体様のご協力のおかげで発行されております 
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小児がんの子どもたちのサポートにご協力ください 

JCCG 事務局 

ご寄付のお願い 

http://jccg.jp 

    

  

 

   郵便局・ゆうちょ銀行 郵便振り込み 

   口座記号 00850-5 口座番号 153506 

   加入者名 NPO JCCG 

 

 ご寄付はこちらへお願いします 

 

  JCCG HP より、クレジットカード寄付も可能です 

Special Thanks! 

 「未来の新治療開発」（バイオバンクへの細胞保存）、「正確

な診断」（中央診断システムの維持）、「大人になるまで見届

ける」（長期フォローアップ手帳の確実な配布と運用）。そのため

に、小児がんの患者さん 1 人に年間約 12000 円が必要です。 

 JCCG は、毎年新たに発症する 2500 人の子どもの命を守ろう

と努力しています。 

 一人でも多くの子どもたちに 

明るい未来をプレゼントするために、 

どうかご協力をお願い申し上げます。 

  

 1 カ月あたり 1000 円、年間 12000 円のご寄付で、

がんの子ども 1 人の治療支援が可能になります。 
  

 

 

ご協力をありがとうざいました！ 

JCCGホームページ 

お名前を記載しきれなかった多くの皆さまにも、温かいご支援をいただいております。 
ゴールドセプテンバーキャンペーンにご賛同・ご協力くださった皆さまに、心より感謝申し上げます。 

 
Gold September2025では、レモネードス

タンドの開催も増えました。 

2026年の Gold Septemberでは、ご当

地感のあるレモネードスタンドを推奨していき

ます。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

http://katoyuko.sakura.ne.jp/

